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個人の市場価値の向上と生涯成長を支える

株式会社人財アジア 定期ニュースレター
岡村の最近の注目ニュース ビジネス予備校近況リポート B-EAT会活動報告

学ぶことも、多くのみなさんにとって欠かせないルーチンなのではないか。
やや泥縄的にも感じるが、混乱をきっかけに学び始め、習慣化するならそれも良い。
ＥＡＴは、 “一年間でグローバル・ビジネスパースンに生まれかわる !” を標榜し、２０１５年東京、１７年福岡にて開講以来、実学に
こだわってきた。 “大きくしない” が経営方針だが、一人ひとりのお顔が鮮明に思い浮かぶ現役＋卒業生２７０名が、四半期に一度の勉
強会で同じ顔を見せてくれるのが大きな幸せだ。しばらく見てないあなたには、そろそろメール差し上げよう。
そんな私たち人財アジアは、北海道クラスへの展開を意識し、先日、札幌豊平館にて初の公開セミナーを実施した。起業家、地場中堅企業、
全国区大企業等２０数名が集まり、思いがけない盛況に驚き感謝した。

What s up?

（EAT代表　岡村 進）注 )この隔月ニュースの内容をさらに充実させ、発信していきたいです。メールアドレス等の変更は総務企画までお知らせくださいね！

ＥＡＴ福岡クラスにおける澤上篤人氏の “経済が混乱しても人々の生活は続いていく・・
飯も食えば風呂にも入る。音楽も聴くだろう。あなたが本当に必要とするものは何か？”
との投げかけを思い出しながら、やりたいこと、すべきことを粛々と成している。

いつ始めても
遅すぎることはない。2 0 2 2 / 1 1

世界随所で金融市場混乱の
火種がくすぶりヒヤヒヤしているが、
浮足立っても意味がない。

なぜ北海道なのか？ 
一つは、ネットの普及効果だ。物理的な距離を超えて人と人とが繋がり、情報が集約されるようになった。コロナ禍でのリモート勤務
一般化により、さらに拠点間の連携が容易になったとの声を複数企業から聞く。広大な土地に凝縮された情報が加わり、大きな発展の
知恵が生み出されていくのではないか。もう一つは温暖化の進行だ。よく言われる温暖化効果に加えて、流氷が解けることで輸送経路
としての戦略的重要性が高まるのではないかとの意識がある。福岡同様、今後仮説と検証を繰り返すことで、理解を深めていきたい。

なぜこんな話をシェアしたのか？ 
我々の生きる環境が刻々と変わっていくことを生徒の皆さんとシェアしたかったからだ。講師のクリストフ・クッチャー氏による “取
り巻く環境も変わる。自分も変わる。だからこそ我々は変化に合わせて進化を続ける必要がある” との言葉を覚えているだろうか。ま
さに環境変化に敏感でありたい。
また、いままさに私が体感し始めた “異なる二極の比較感” を、拙い感想から共有し、今後実況中継していきたいとの思いもある。
福岡は小さな場所に多くのビジネスが集中しているコンパクトシティだ。街を歩いていると知り合いにばったり出くわすし、情報が口
づてに伝わるスピードが速い。北海道は逆か。セミナー中にみなさんが揃って “我々はのんびりしているんですよ～” という語りから
悠久な時間の流れを感じる。
一見相反する２つの点を徐々に繋いでいくつもりだ。福岡クラス、そしていつかできるはずの北海道クラスの皆さんが、活発に本音の
意見交換を始め、相互から学び合う日をいまから楽しみにしている。

本日お忙しい中ご寄稿くださった岡村さゆり氏は、不動産・建設と言う男性社会でいち早く役員に就任され、新たなる環境を切り拓い
てきた方だ。環境変化に敏感であるのみならず、自ら環境を作り出す意欲と姿勢に多くを学ばされる。



自ら機会を創り出し、
機会によって自らを変えよ

　　　　　株式会社人財アジア
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特別寄稿およびWhat’ s up?　に掲載して下
さる方を募集しています。ご希望の方は事務
局までお問合わせのほど、お願い致します。

株式会社コスモスイニシア　
取締役専務執行役員

岡村 さゆり  氏
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EATビジネス予備校 　
東京クラス（1期生）
鹿島建設株式会社
東京建築支店

ＥＡＴ卒業して６年経過していますが、常に「燃える気持ちがあるか」
を自問自答しながら日々の業務に忙殺されています。
卒業後に自分の職場である「建設現場」について、何か情報発信できな
いかと考えていましたが、先日偶然にもＮＨＫの番組（有吉のお金発見
突撃！カネオくん）に出演し現場の建設技術の一部を紹介することがで
きました。多くの方から反響を頂きましたので、これからもＰＲができ
ればと思っております。

NHKの番組に出演し、多くの反響を頂きました

みなで” 真のダイバーシティとは？” をと
ことん議論しました。多くの日本人がダ
イバーシティと聞いて思い浮かべる状態
が、実はまだまだ多様とは言えない状況
であると再認識した人も多いと思います。
また、” 長く続く仲間とは？” との問いか
けに対し、本音を一度でもぶつけ合った
人同士の特権！とのやりとりに背中を押
されたのか、帰り際に翌週以降の再会を
約束する姿が随所で見られました。
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異業種交流 「リアル集合型」 研修・懇親会を
開催致しました
人財アジアの法人研修先を中心にお声かけし、過去一年間に三度、ＺＯＯＭ
にて「次世代マネジメントの在り方」につき議論してきました。その集大
成としてのリアルな集いです。日本人のみならず、インドネシア、ミャン
マー、中国、韓国と参加者の国籍は多彩、東京のみならず福岡など地方か
らも参加。

まさにその行動が肝！　異業種交流は自主的な分科会に発展したときに初め
て価値を持つ。我々人財アジア社員にとって、心から嬉しい光景でありまし
た。今後も新しいメンバーをどんどん加えて意義のある異業種交流会を続け
ていきます！

ビジネス予備校の OB/OG による
地域を超えた繋がり


